ミャンマー ノ キシンブンカ by 土佐, 桂子 et al.
悲しさといった感情を内側からふんだんに描きながら、それをばっさり切ってしまう、そのシュールな断捨離ぶりは衝撃的でもあった。　
その後、調査を通じてさまざまな形の寄進を目にする機
会を得た。伝統的に、喜捨のなかでも僧院や仏塔の寄付は最も崇高とされてきた。寄付主は「僧
チャ
院ウン
寄ダ
付ガ
者ー
」 「仏
バヤー
塔寄
ダ
付ガ
者ー
」という称号で呼ばれ、尊敬される。寄進の儀礼に行
われる説法では、しばしばウェタンダラ王子が言及される。寄進は物への執着を捨て、他人に捧げる純粋な喜びに繋がるだろう。ただ難しさも存在 、在家信者内で競い合ったり、見栄を張って 寄進などもある。また 善い人であるのだが周りに見境なく喜捨しすぎ、商売の元手を失 は親類に金を借りるという女性がいたが、親類や周りの人々は彼女を「必要なところに寄付すべき」で「そこ でウェタンダラするな」と諫めるのであった。つまり 一般社会における望ましい寄進は、むしろ、それなりのマネージメントが求められるともいえる。　
さて、二〇一〇年から「世界寄付指数」というものが英
国のチャリティー財団により発表されている。こ は他人をどれほど助けたか、ど ほど寄付や労働奉仕 従事 たかなどを広く調査し、国別に順位 付けたものであ二〇一四年には米国とミャ マーが一位となった。世界で
最も豊かな国と貧しいといわれる国が同時に一位を獲得したと話題になったものである。私も数年前からローカルな社会奉仕団体に興味を持っており、学術振興会の科学研究費を得て、宗教ＮＧＯに関する共同研究を行っている。目的は寄進の展開や変容を追うこと　
民主舵取りは進みつつあるが、宗教・民族対立も存在し、
なかなか明かり 見えないミャンマーでは が、ウェタンダラに代表されるような上座仏教の教えを基盤としつつも、いかに独自の寄進文化が展開されていく か、加えて、寄進が他者への寛容 とど ように結びついているのか、しばらく調査を通じて考えてみたいと思う。
　
語学を学ぶ過程でいろいろな読み物と出会う。とりわけ、
ミャンマーのように、第二言語教育というよりは、現地の国語教育の仕組みの中で学ぶ場合、読後に一種違和感のある読み物に出くわすことがある。　
そうした気になる読み物はいくつかあるが、その一つが
ウー・オーバータ作 「ヴェッサンタラ
（ビルマ語ではウェ
タンダラ）
王子物語」
（一七五八年）
であった。これは南伝経
典のなかの、経蔵小部に含まれる本生譚
（ジャータカ）
を元
にしている。本生譚は仏陀の前世を描いたものでウェタンダラ王子物語 最後の物語である。つまり、釈迦に生まれ変わる直前の生で この時の功徳 ために次の で悟りを開く。　
上記作品は簡潔な文語体で描かれ、文学的にも高く評価
され、基礎教育内でも副読本などとして使われてきた。ウ
ェタンダラはあくまで立派に描かれている。気前がよく、請われればすべてを喜捨する。白象も、財宝も、宮殿も、乗り物も、そして王国そのものも、である。まあ、ここまでは理解できる。しかし、王国を追われ、妻と子供とともに森に出てきた王子は、欲深いバラモンから請われるまま子供二人を渡す。兄と妹とは互いに相手を思いやり、父王に泣きながら自分だけをバラモンにお渡しくださいと懇願する箇所がある。ここはビルマ人の涙を誘うクライマックスの一つである。しかし王子はいともあっさり二人 バラモンに差しだし、妻を差しだす。　
上座仏教において僧侶は欠かせぬ存在で、妻子がいても
彼らを残して出家し ければならない 妻 への執着 断のは、出家 は必須の考え方といえよう ただ、文学作品として、いわば普通の人間の家族愛、思 やり 離別とさ・けいこ
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